
計
成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無
交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 H29中

交付金事業の契約の概要
契約の目的 契約の方法等 契約の相手方 契約金額

本体工事費 一般競争入札
葵・要・東特定建設工事共同企業体　他3
社

1,672,112,000
(契約期間（H27-H28）のう
ちH28実施分）

交付金事業の成果目標

　本市の学校給食共同調理場では，全市立中学校16校（うち1校は単独調理場方式小学校と親子方式で調理）
中，11校分の給食を調理している。
　本補助金を充当することにより，単独調理場方式中学校4校についても共同調理場方式に切り替えて，安全で安
心な学校給食の安定的な供給を行うとともに，「子どもへの食育の推進」の実現に向け，学校給食を生きた教材と
して活用すべく，現在は行われていない施設見学を年10回程度行うなど，学校教育における食に関する指導の充
実を図るとともに，施設機能の強化を通して，広く市民に開かれた食育活動の実践の場として，施設を有効活用す
ることが可能にする。

交付金事業の成果指標

　本事業の竣工予定は平成29年3月を予定しており，完成までの適切な工事管理を行う。
  また，完成後においては，衛生面の向上に注力し，食品衛生検査項目である調理室等での空中落下菌数を目標
値以内に抑えることを成果指標とする。
（平成27年度検査では，調理室79　コンテナ室　85の真菌数が確認されているが，新調理場の完成以後は，同室
における真菌数の目標値を10以下とする）

交付金事業の成果及び評価

　本市では，全市立小中学校で完全給食を実施しており，これまで安全で安心なおいしい学校給食の提供と，学校
における「食育」として，食事のマナーや正しい食習慣が身に付けられるよう教育の一環として指導を行ってきたと
ころである。
　学校給食共同調理場の改築により，衛生環境の改善，安全で安心な学校給食の安定的な供給が可能となり，次
代を担う本市の子供たちの健全な発達に寄与することが期待できる。また，「食生活の基礎・基本を身に付けるた
めの食育の推進」の実現に向け，施設機能の強化を通して，学校給食を生きた教材として活用するなど，学校教
育における食に関する指導の充実を図るとともに，地域における食育活動の実践の場として，施設を有効活用す
ることが可能となる。

総事業費 1,672,112,000
交付金充当額 392,370,936
うち文部科学省分 392,370,936
うち経済産業省分

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 茨城県（水戸市）

交付金事業実施場所 水戸市河和田町地内

交付金事業の概要
○本体工事
（学校給食共同調理場建築工事，電気設備工事，機械設備工事，空調設備工事）

番号 措置名 交付金事業の名称

6 公共用施設に係る整備，維持補修又は維持運営措置 学校給食共同調理場改築事業


